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　創立して139年の市立泉田小学校。平成27年度に、萩野・昭和両小学校と統合にな
り、新たな「萩野小学校」に生まれ変わります。新しい校舎は、萩野中学校と一体的に整備
され、県内初の施設一体型小中一貫教育校となります。
　写真の子どもたちは、現在5年生と6年生。2年後には県内初の“7年生と8年生（中学
1・2年生）”となって、新しい校舎で学びます。
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新庄市アンテナショップ訪問
　4月11日に、全国雪寒都市対策協
議会終了後、２年半ぶりに東京都北区
のアンテナショップを訪問しました。
　開設当初は陸前高田市との共同店
舗で、東日本大震災により商品が激
減し存続が危ぶまれましたが、地元の
ＮＰＯ法人コミュニティービジネスサ
ポートセンターの協力で継続するこ
とができました。今では全国各地から
商品を取り寄せ、「ふるさと直送うま
いもん市場」の垂れ幕を下げてお客
さんを迎えています。
　商品の棚に、新庄の味噌が1,200
円、気仙味噌が600円と並んでいる
ので、「２倍の値段で買う人がいます
か」と聞いたところ、無農薬や有機栽
培大豆の表示があって、さらに食べて
おいしければ、子どもに食べさせたい
と若い女性が買うそうです。また、私
が作った「ふきのとう味噌」「麹南蛮」
を店長にプレゼントしましたが、このよ
うな季節限定やオリジナル商品も人
気が高いそうです。ほかにも、新庄の
商品では、特に納豆と漬物が人気であ
ることなど、今後の商品開発の参考に
なるお話を伺うことができました。

市長コラム

3月末現在の新庄人 （38,639人）

世帯数 13,656世帯（13,604世帯）

男
18,135人

（18,307人）

出　生 24 人 （22 人）
死　亡 39 人 （47 人）
転　入 189 人（194 人）
転　出 302 人（412 人）

女
20,173人

（20,332人）

3月
の異動

※住民基本台帳法の改正で外国人を含む人口集計になりました。（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。

2年後は何年生!？

表紙の写真

広報

05
2013 SHINJO PUBLIC RELATIONS NO.６６5

平成27年4月
萩野地区

小中一貫教育校
誕生！
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特集

地域を支える人材の育成を目指し、義務教育の９年間を一貫した教育方針のもとに
特色ある教育を展開する「小中一貫教育」について、

本市では平成18年度、新庄中学校区で取り組みを開始したのを皮切りに、
平成20年度からは日新中学校区で、その後、改善・研究を行いながら市内全小中学校で推進しています。

「小中一貫教育推進協議会」を各中学校区に設置して研究を進めていますが、
その取り組みをさらに充実させるため、今年度は、地区の代表やＰＴＡ代表との

意見交流を進め、協議を深めたいと考えています。
こうした中、萩野地区では、施設一体型小中一貫教育校の平成27年４月開校に向け、
カリキュラムや施設設備、また校名や校歌など、さまざまな検討を進めています。
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地域とともに
支え合う
学校づくり

ふるさと学習

平成27年4月
萩野地区

小中一貫教育校
誕生！

萩野中 泉田小 昭和小 萩野小

キャリア教育

こころの教育



4

■
開
校
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す

　
　

萩
野
地
区
小
中
一
貫
教
育
校
に
つ

い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
結
果
は
、「
実

施
計
画
」と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

十
五
名
の
委
員
か
ら
な
る「
実
施
計
画

策
定
委
員
会
」の
も
と
、「
校
名･

校
章
・

校
歌･

制
服
等
検
討
部
会
」「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
等
検
討
部
会
」「
施
設
設
備
等
検
討

部
会
」の
三
部
会
を
設
け
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。昨
年
度
だ
け
で
、約
三
十

回
の
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、そ

の
検
討
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◉
小
学
校
の
名
称

　

萩
野
小
と
泉
田
小
、そ
し
て
昭
和
小

が
統
合
し
た
新
し
い
小
学
校
の
校
名
を

公
募
の
結
果
、「
萩
野
小
学
校
」と
す
る

こ
と
と
し
、市
議
会
で
正
式
に
決
定
し

ま
し
た
。

◉
一
貫
教
育
校
の
校
歌
・
校
章

　

作
成
の
手
順
や
、依
頼
先
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

◉
制
服
な
ど
に
つ
い
て

　

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、制
服
の
着
用
時
期
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

◉
一
貫
教
育
校
の
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

学
校
経
営
の
基
本
と
な
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
、「
地
域
と
と
も
に
支
え
合

う
学
校
づ
く
り
」「
こ
こ
ろ
の
教
育
」「
ふ

る
さ
と
学
習
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」を
策

定
し
ま
し
た
。

◉
学
習
指
導
計
画

　

関
係
各
校
の
全
教
職
員
で
、小
中
九

年
間
を
見
通
し
た
、教
科
ご
と
の
学
習

指
導
計
画
を
策
定
し
ま
し
た（
図
工
・
美

術
は
今
年
度
策
定
）。

◉
施
設
レ
イ
ア
ウ
ト

　

特
色
あ
る
教
育
が
で
き
る
、ま
た
北
部

地
域
の
セ
ン
タ
ー
的
な
役
割
を
担
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
施
設
と
し
、次
の
よ

う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す（
左
図
参
照
）。

①
一
貫
教
育
校
で
は
、発
達
段
階
に
応

じ
て
三
つ（
小
学
一
年
〜
四
年
の
四
年

間
、小
学
五
年
〜
中
学
一
年
の
三
年
間
、

中
学
二
・
三
年
の
二
年
間
）の
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
の
指
導
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す

が
、教
室
も
そ
れ
に
応
じ
た
配
置
と
し

ま
す
。ま
た
、交
流
学
習
を
効
果
的
に
行

え
る
よ
う
、オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
配

置
し
ま
す
。

②
中
学
二
年
と
三
年
の
学
習
に
教
科
教

室
制
を
取
り
入
れ
、学
級
活
動
な
ど
を

行
う
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
ほ
か
に
教
科
教

室
を
設
置
し
ま
す
。

③
異
学
年
交
流
を
生
み
出
す
空
間
と
し

て
、多
目
的
ホ
ー
ル（
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
）

を
設
置
し
ま
す
。　

④
地
域
住
民
に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指

し
、複
数
の
地
域
交
流
室
や
学
童
保
育

所
を
設
置
す
る
ほ
か
、学
校
施
設
の
開

放
も
行
い
ま
す
。

⑤
環
境
に
配
慮
し
、太
陽
光
パ
ネ
ル
設

置
や
地
下
水
の
活
用
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
関
心
と
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、こ
の
学

校
、萩
野
地
区
小
中
一
貫
教
育
校
の「
愛

称
」を
募
集
し
ま
す
。末
永
く
親
し
ま

れ
、地
域
の
特
色
を
表
現
し
た
、全
体
を

表
す「
愛
称
」の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
応
募
資
格

　

新
庄
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人（
興
味
が

あ
る
、好
き
な
ど
、ど
の
よ
う
な
ゆ
か
り

で
も
構
い
ま
せ
ん
）。た
だ
し
、応
募
は
一
人

に
つ
き
一つ
の
名
称
と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

応
募
箱
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
い
た
だ
き
、投
函
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
応
募
箱
は
、次
の
場
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

◦
新
庄
市
役
所
（
本
庁
舎
一
階
）

◦
萩
野
地
区
公
民
館

◦
市
民
プ
ラ
ザ

◦
わ
く
わ
く
新
庄

◦
萩
野
小
学
校

◦
泉
田
小
学
校

◦
昭
和
小
学
校

◦
萩
野
中
学
校

◦
産
直
ま
ゆ
の
郷

◦
ゆ
め
り
あ

※
電
子
メ
ー
ル
や
は
が
き
な
ど
で
も
応
募

で
き
ま
す
。次
の
事
項
を
記
入
の
う
え
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、電
子
メ
ー
ル

の
場
合
、標
題
は「
萩
野
地
区
小
中
一
貫

教
育
校【
愛
称
】応
募
」と
し
て
下
さ
い
。

①
連
絡
先（
住
所
・
電
話
番
号
）

②
氏
名

③
新
庄
市
と
の
ゆ
か
り

④「
愛
称
」案（
ふ
り
が
な
付
き
）

⑤
そ
の
愛
称
と
し
た
理
由

■
募
集
期
間　

五
月
三
十
一
日
㈮
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

■
選
定
方
法　

応
募
者
が
多
い
名
称
を

選
定
す
る
の
で
は
な
く
、応
募
作
品
を
参

考
に
、校
名
・
校
章
・
校
歌
・
制
服
等
検

討
部
会
で
協
議
し
、策
定
委
員
会
が
選

定
し
ま
す
。

■
応
募
・
お
問
い
合
せ
先

新
庄
市
教
育
委
員
会

（
萩
野
地
区
小
中
一
貫
教
育
校
実
施
計
画

策
定
委
員
会
事
務
局
）

〒
９
９
６-

８
５
０
１

新
庄
市
沖
の
町
10
番
37
号

電
話
22-

２
１
１
１ 

フ
ァ
ク
ス
23-

５
６
０
０

電
子
メ
ー
ル　

kanri@
city.shinjo.yam

agata.jp

萩野地区
小中一貫教育校の

愛称を
募集中！

子 どもたちを 　年間見守る
学び舎になります。
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●今後の主なスケジュール

校舎棟建設工事・体育館棟建設工事グラウンド整備など

実施計画の策定（カリキュラムや設備などの検討）

一貫教育校の愛称選定

校章・校歌・制服などの決定

252627
平成

年度

平成

年度

平成

年度

一
貫
教
育
校
開
校

旧校舎などの解体

特集
平成27年4月

萩野地区小中一貫
教育校誕生！
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施設
レイアウトの

概要
オープン
スペース

9年

5年
5年
6年
6年
7年
7年

9年
8年
8年数学室

社会室
国語室

外国語室

8～9年生（中学2～3年生）
のブロック

5～7年生
（小学5年生～中学1年生）

のブロック

プール

交流ホール
（７～９年用）

1年
1年
2年
2年
3年
3年
4年
4年

オープン
スペース

オープンスペース

ホール

多目的ホール
（ランチルーム）

理科室 理科室

1～4年生
（小学1～4年生）
のブロック

地域交流室

地域交流室

学童
保育所

大体育館

小体育館

柔道場

子 どもたちを 　年間見守る
学び舎になります。

5年生以上が利用するブロックの
ほか、教科教室、プールなどが配置
されます。

1～4年生が利用するブロック、多
目的ホール（ランチルーム）、図書室
などが配置されます。

主に校務や管理、また体育関連の部
屋が配置されます。地域開放を考慮し
た地域交流室もここに配置されます。
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ど
ん
な
人
が

加
入
す
る
の
？

　

国
民
年
金
は
、日
本
国
内
に
住
所
の

あ
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の
全
て

の
人
が
加
入
し
ま
す
。加
入
の
形
態
は

納
付
の
方
法
に
よ
り
、次
の
よ
う
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

●
第
一
号 

自
営
業
者
や
そ
の
配
偶
者
な

ど
国
民
年
金
保
険
料
を
自
分
で
納
め
る
人

●
第
二
号 

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
厚

生
年
金
や
共
済
に
加
入
し
て
い
る
人

●
第
三
号 

会
社
員
の
妻
な
ど
、
厚
生

年
金
や
共
済
に
加
入
し
て
い
る
人
の
被

扶
養
配
偶
者

※
会
社
を
辞
め
た
り
、配
偶
者
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
り
し
た
場
合
は
、市
役
所

で
手
続
き
が
必
要
で
す
。　
　

保
険
料
は
い
く
ら
で

ど
う
納
め
る
の
？

　

国
民
年
金
保
険
料
は
定
額
で
、今
年

度
の
月
額
保
険
料
は
一
五
、〇
四
〇
円

で
す
。希
望
す
る
場
合
に
は
四
〇
〇
円

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
将
来
の

受
取
額
を
増
や
す
付
加
保
険
料
や
国
民

年
金
基
金
の
各
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、納
付
書
に
よ
る

も
の
の
ほ
か
、口
座
振
替・
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。市
役
所
で
は
納
め
ら

れ
ま
せ
ん
が
、金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

失
業
し
て
納
め
ら
れ

な
い
の
で
す
が

　

経
済
的
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
に
利
用
で
き
る
保
険
料

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
と
し
て
、学
生
を
対

象
と
し
た
学
生
納
付
特
例
制
度
や
学
生

以
外
の
三
十
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間

に
応
じ
て
、定
額
の
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
に
比
べ
て
年
金
受
給
金
額
が
下

が
り
ま
す
。

■
所
得
の
審
査

　

免
除
制
度
は
所
得
が
基
準
以
下
の

と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。免
除
申
請
で

は
本
人
と
配
偶
者
と
世
帯
主
の
そ
れ

ぞ
れ
の
所
得
額
が
、若
年
者
納
付
猶
予

制
度
で
は
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の

み
が
、学
生
納
付
特
例
は
本
人
の
所
得

の
み
が
審
査
対
象
で
す
。対
象
者
全
員

が
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
免
除
該
当
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、税
申
告
上
の
扶
養
者
が
い
る

場
合
は
基
準
が
上
が
る
ほ
か
、全
額
免

除
以
外
の
審
査
で
は
社
会
保
険
料
控
除

な
ど
一
部
の
控
除
も
考
慮
さ
れ
ま
す
。

■
失
業
の
場
合
の
特
例

　

い
ず
れ
の
免
除
も
前
年（
一
月
か
ら

六
月
ま
で
は
前
々
年
）の
所
得
で
審
査

明日への確かな備え

国民年金
　国民年金制度は、だれもが安心して老後を迎えられるよう、
国（税金）と被保険者（保険料）が、年金支給により世代を超
えて暮らしを支える制度です。また、老後の生活だけでなく、
万一の事故や障がいを負った場合に障害基礎年金や遺族基
礎年金などの支給により、本人や残された家族などの生活を
支えます。

納める

平成25年度
国民年金保険料

月額15,040円

口座振替で１年度分まとめて納めると…

⇨3,780円の割引
現金で１年度分まとめて納めると…

⇨3,200円の割引

一定期間分をまとめて納めると保険料が割引に
なります。

前納割引でお得！
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さ
れ
る
こ
と
か
ら
、失
業
し
た
場
合
は

収
入
が
途
絶
え
て
い
る
の
に
免
除
に
該

当
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の
た

め
、離
職
票
な
ど
の
書
類
の
写
を
添
付

す
る
こ
と
で
離
職
者
の
所
得
は
審
査
対

象
と
し
な
い
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

未
納
分
の
保
険
料
を

納
め
た
い
の
で
す
が

　

過
去
十
年
以
内
に
免
除
な
ど
を
受
け

て
い
た
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る「
追
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、過
去
十
年
以
内
の
未
納
期
間

の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
る「
後
納
制
度
」も
あ
り
ま
す

（
平
成
二
十
七
年
九
月
ま
で
）。

　

い
ず
れ
も
、希
望
す
る
場
合
は
、年
金

事
務
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受け取る 国民年金 (基礎年金 )は、こんなときに受け取れます
平成25年度の主な年金額（年額）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※金額は変更になることがあります。

老齢基礎年金 ·················78万6,500円	（４０年納めたときの満額）
国民年金保険料を納付した期間、保険料免除や学生納付特例を受けた期間、厚生年金や共済に加入した期間、 第３号被保
険者期間などを合計して２５年以上ある人が原則６５歳から受け取れます。

老齢基礎年金の繰上げ・繰下げ請求
老齢基礎年金は、６０歳から受け取る「繰上げ請求」をすることができますが、６５歳から受け取る場合より金額が下がります。減額
された年金額は、その後も変わらないのでご注意ください。また６５歳時点では受け取らずに、６６歳以降から受け取る「繰下げ請
求」をすることもできますが、この場合は６５歳時点よりも高い金額の年金を受け取ることができます。

老齢基礎年金繰上支給率 	 老齢基礎年金繰下支給率 	

（昭和16年4月2日以降に生まれた人の場合）	 （昭和16年4月2日以降に生まれた人の場合）

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳

70.0% 76.0% 82.0% 88.0% 94.0% 100.0% 100.0% 108.4% 116.8% 125.2% 133.6% 142.0%

障害基礎年金  ················【1級】98万3,100円 【2級】78万6,500円（それぞれ子の人数による加算あり）

国民年金加入中や２０歳前に病気やけがなどをし、障がいが残った場合に請求できますが、障がいの程度や保険料の納付状況
により該当しない場合もあります。

遺族基礎年金  ·················78万6,500円（子の人数による加算あり）

国民年金の加入者などが亡くなったときに、子どもがいる妻、または子ども（子どもは18歳未満）が受け取ることができます。生計
が同じだったことが条件となるほか、保険料の納付状況によっては該当しないこともあります。

国民年金に関する相談・お問い合わせ先
　  新庄年金事務所☎22-2050　市民課国民年金担当☎内線133

寡婦年金
　保険料を納めた期間（免除期間を含む）
が２５年以上ある夫が亡くなった場合、１０
年以上婚姻関係のあった妻（事実婚を含
む）が６０歳から６５歳になるまで受け取るこ
とができます。
※死亡一時金との選択となります。

気になる年金記録
再確認キャンペーン

　持ち主不明だった約5,095万件の年金記録の
うち、持ち主不明の記録がいまだ約2,222万件残
っています（平成24年9月時点）。
　このため、記録に「漏れ」や「誤り」があるのではと
ご心配のある方から、心当たりの記憶を申し出てい
ただく「気になる年金記録、再確認キャンペーン」を
実施します。
　「ねんきんネット」などのツールを活用して確認して
いただき、少しでも心配がございましたら、年金事務
所にご相談ください。

死亡一時金
　保険料を納めた期間（免除制度により
一部納付した期間は納付率に応じて期間
を算出）が３６か月以上ある人が老齢基礎
年金、障害基礎年金のいずれも受けずに
亡くなったとき、亡くなった人と生計をともに
していた遺族が受け取れます。
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■
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
リ
ス
ク

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
な

ど
、約
二
千
種
類
も
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

お
り
、そ
の
う
ち
約
四
十
種
類
が
発
が
ん
物
質

で
す
。こ
れ
ら
の
有
害
物
質
を
吸
い
込
む
と
、

次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

①
肺
が
ん
だ
け
で
は
な
く
、全
身
の
が
ん
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
る

②
動
脈
硬
化
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、心
筋
梗

塞
、狭
心
症
や
脳
梗
塞
を
発
症
し
や
す
く
な
る

③
気
道
や
肺
を
傷
つ
け
、慢
性
気
管
支
炎
や
慢※

１

性
閉
塞
性
肺
疾
患
を
発
症
し
や
す
く
な
る

④
不
眠
、頭
痛
、血
圧
上
昇
、心
拍
数
増
加
、肩
や

首
の
こ
り
、食
欲
低
下
、持
久
力
の
低
下
を
起

こ
し
や
す
く
な
る

　

ま
た
、妊
娠
中
の
女
性
が
た
ば
こ
を
吸
う
と
、

ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
の
影
響
で
赤
ち
ゃ
ん

に
十
分
な
酸
素
が
届
か
な
い
た
め
、流
産
や
早

産・死
産・先
天
異
常
の
危
険
性
が
高
く
な
る
ほ

か
、出
生
時
の
体
重
が
二
千
五
百
グ
ラ
ム
以
下

の
低
体
重
児
が
生
ま
れ
る
率
が
、吸
わ
な
い
場

合
の
二
倍
に
な
り
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

■
周
囲
の
人
の
健
康
を
脅
か
す

　
「
受
動
喫
煙
」

　

自
分
が
吸
わ
な
く
て
も
自
分
の
意
志
と
は

関
係
な
く
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て
し
ま

う
、「
受
動
喫
煙
」の
影
響
も
大
き
い
も
の
で
す
。

　

妊
娠
中
の
女
性
や
乳
児
の
近
く
で
の
喫
煙

は「
乳※
２

幼
児
突
然
死
症
候
群
」発
症
の
危
険
が

高
ま
り
ま
す
、ま
た
、子
ど
も
に
与
え
る
影
響

と
し
て
、中
耳
炎
や
気
管
支
喘
息
、小
児
が

ん
、身
体
発
育
や
言
語
能
力
の
低
下
、注
意
力

の
低
下
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま

す
。

　

喫
煙
者
が

吸
い
込
む

「
主
流
煙
」よ

り
も
、
た
ば

こ
の
先
端
か

ら
出
る「
副

流
煙
」に
含

ま
れ
る
有
害

物
質
の
ほ
う

が
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
て

お
り
、
多
く

の
人
が
利
用
す
る
事
業
所
や
施
設
で
は
で
き

る
だ
け
防
止
対
策
を
す
る
こ
と
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
家
庭
に
目

を
向
け
る
と
、ベ
ラ
ン
ダ
や
戸
外
で
親
が
喫

煙
し
て
い
る
家
の
子
ど
も
の
尿
か
ら
、ニ
コ

チ
ン
の
分
解
成
分
が
検
出
さ
れ
た
り
、夫
が

吸
う
た
ば
こ
の
本
数
が
多
い
ほ
ど
妻
の
肺
が

ん
で
の
死
亡
率
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。前
者
は
、親
の
肺
に
入
っ
た
煙
や
衣

服
に
つ
い
た
た
ば
こ
の
煙
を
子
ど
も
が
吸
っ

た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、喫
煙

者
が
自
ら
の
た
ば
こ
の
煙
か
ら
確
実
に
周
囲

の
人
を
守
る
の
は
と
て
も
難
し
い
も
の
な
の

で
す
。

5/31世界  禁煙デー
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喫煙妊婦

男

女

48 49 50
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■１日の喫煙量と早産の関係
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の
喫
煙
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■夫の喫煙と肺がん死亡率
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■妊娠中の喫煙と出生時の体格
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1日20本
以上喫煙

1日
1～19本
以上喫煙

非喫煙

1.9夫
の
喫
煙
状
況

妻の肺がん死亡（倍）率※妻は非喫煙者

■夫の喫煙と肺がん死亡率

たばこよる健　康影響を正しく理解しよう
5・31～6 ・6は禁煙週間

※
１
有
毒
ガ
ス
や
微
粒
子
の
吸
入
、特
に
喫
煙
が

き
っ
か
け
で
肺
胞
の
破
壊
や
気
道
炎
症
が
起
き
る

疾
患
。

※
２ 

主
に
一
歳
未
満
の
健
康
に
見
え
る
乳
児
が
突

然
死
亡
す
る
疾
患

㈶日本食生活協会「健康づくりのためのたばこ対策行動指針」より

（平山　雄1990）
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■「
ニ
コ
チ
ン
」が

　

喫
煙
者
の
脳
を
支
配
！

　

た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、意
思
が

弱
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。煙
に
含
ま
れ
る

ニ
コ
チ
ン
が
、麻
薬
や
ア
ル
コ
ー
ル
と
同
じ
よ

う
に
依
存
症
を
お
こ
す
薬
物
だ
か
ら
で
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
の
血
中
濃
度
が
減
る
と
、落
ち

着
か
な
く
な
り
、集
中
力
が
低
下
し
ま
す
。そ

し
て
、イ
ラ
イ
ラ
も
強
ま
り
、た
ば
こ
を
吸
い

た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ
れ
が
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
で
す
。喫
煙
す
る
と「
イ
ラ
イ
ラ
が

消
え
た
」、「
頭
が
さ
え
る
」、「
ホ
ッ
と
す
る
」

な
ど
と
感
じ
、た
ば
こ
は
自
分
に
必
要
な
も

の
と
思
い
込
ん
で
い
く
こ
と
で
、た
ば
こ
を

や
め
ら
れ
ず
、む
し
ろ
頼
っ
て
し
ま
う
習
慣

が
で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

■
禁
煙
成
功
の
秘
訣
は
？

　

禁
煙
達
成
に
は
、二
つ
の
難
所
が
あ
り
ま

す
。一
つ
は
禁
煙
を「
開
始
す
る
」こ
と
、も
う

一
つ
は
、禁
煙
を「
続
け
る
」こ
と
で
す
。こ
れ

ら
の
難
所
を
乗
り
越
え
る
秘
訣
は
、「
正
し
い

方
法
」で
禁
煙
す
る
こ
と
で
す
。

①
禁
煙
の
開
始

　
「
禁
煙
治
療
」や「
禁
煙
補
助
薬
」と
い
っ
た

医
学
的
な
支
援
が
有
効
で
す
の
で
、大
い
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

禁
煙
外
来
に
通
院
し
て
き
ち
ん
と
禁
煙
治

療
を
う
け
た
人
の
八
割
が
三
カ
月
経
過
時
点

で
禁
煙
に
成
功
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
多
く

の
人
が
、「
も
っ
と
早
く
薬
を
使
え
ば
よ
か
っ

た
」と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
我
慢
が
必
要
な
辛
い
禁

煙
は
過
去
の
話
、楽
に
禁
煙

で
き
る
方
法
が
あ
る
」と
、き

ち
ん
と
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
の
禁
煙
外
来
の
あ
る
医

療
機
関
は
次
の
通
り
で
す
。

◉
県
立
新
庄
病
院

　
（
若
葉
町
☎
22-

５
５
２
５
）

◉
き
ね
ぶ
ち
医
院

　
（
川
西
町
☎
23-

５
８
６
６
）

◉
こ
く
の
医
院

　
（
泉
田
☎
25-

２
５
０
１
）

◉
三
條
医
院

　
（
大
手
町
☎
22-

４
０
５
３
）

◉
医
療
法
人
土
田
医
院

　
（
桧
町
☎
23-

７
０
１
１
）

◉
東
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
（
東
谷
地
田
町
☎
28-

１
０
８
０
）

②
禁
煙
の
継
続

　
「
禁
煙
の
継
続
」は
禁
煙
開
始
よ

り
少
し
険
し
い
道
の
り
で
す
。こ

れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、「
楽

し
い
禁
煙
」を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

で
す
。禁
煙
を
進
め
る
こ
と
で
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
が
減
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、「
喫
煙
場
所
を
探
す
必
要

が
な
く
な
っ
た
」な
ど
、こ
れ
ま
で
感
じ
な

か
っ
た
こ
と
も
感
じ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。こ
う
し
た
小
さ
な
こ
と
に
も
着
目
し

な
が
ら
、前
向
き
に
禁
煙
を
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

◎
健
康
課
健
康
推
進
室
☎
内
線
５
１
３

5/31世界  禁煙デー

吸いたくなったら・
・・

●冷たい水、お茶を飲む

●深呼吸をする

●体を絶えず動かす

●場所を変える

●歯を磨く

●眠ってしまう

禁煙継続の秘訣

●たばこの害をイメージしてみる

●禁煙して良かったことを考える

●楽な気持ちで禁煙を続ける

●お酒の席や喫煙所など煙の多い場所に

近寄らない

●禁煙仲間と励まし合う

●禁煙できている自分にごほうびを

たばこよる健　康影響を正しく理解しよう
5・31～6 ・6は禁煙週間
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　平成25年度当初予算は、一般会計35億9,300万円、沖縄中部広域市町村圏の児童との交流などを行う、ふるさと市町
村圏事業特別会計1,166万3千円で総額36億466万3千円です。前年度と比べた主な増減内容は、次のとおりです。

	 ▲消防署北支署の建設費用.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2億20万円の減
	 ▲高規格救急車の整備.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7,400万円の減
	 ▲最終処分場並びにリサイクルプラザもがみの償還金.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1億6,955万円の減
	 ▲ふるさと基金の積立金など. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6,022万円の減

	 ●消防救急デジタル無線整備費.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3億8,472万円の増
	 ●救助工作車購入費.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1億3,000万円の増
	 ●消防署金山支署の設計等.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1,739万円の増
	 ●旧最上衛生事務所解体工事.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1億9,940万円の増

平成25年度
最上広域市町村圏事務組合予算の概要

◎最上広域市町村圏事務組合	☎22-2674

一般会計歳出総額	（万円）
項　　目 25年度 対前年度

議会費 114 1
総務費 38,925 ▲	5,668

市町村への還付金 10,971 ▲	596
基金繰出金 5,504 ▲	5,800

衛生費 121,580 21,563
消防費 153,959 20,615
教育費 3,754 244
公債費 40,668 ▲16,955
予備費 300 0
合　　計 359,300 19,800

新庄市 金山町 最上町 舟形町
9,980 		136 		291 		127

真室川町 大蔵村 鮭川村 戸沢村
260 20 69 88

一般会計歳入総額	（万円）
項　　目 25年度 対前年度

分担金 306,234 ▲18,454
市町村分担金 267,625 ▲11,650
交付税分担金 38,609 ▲	6,804

使用料及び手数料 10,758 379
国庫支出金 273 273
繰入金 759 375
組合債 38,470 37,170
諸収入他 2,806 57
合　　計 359,300 19,800

※上記の還付金は、「交流拠点施設 ゆめり
あ」の建設に対する国からの交付税です。施
設建設に係る公債費の償還金が大幅に減っ
たことから、交付税収入と償還金の差額を、建
設費の負担割合に応じて還付するものです。

■財務会計システム運用費. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 562万円
■広域派遣職員人件費負担金.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2,469万円
■広域交流センターゆめりあ指定管理費.. . . . . . 6,673万円
■可燃ごみ処理施設（エコプラザもがみ）運転管理等
　委託料. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8,651万円
■可燃ごみ処理施設（エコプラザもがみ）、不燃ごみ処理
施設（リサイクルプラザもがみ）の設備等修繕費
.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4億4,654万円

■し尿処理施設（もがみクリーンセンター）包括運転
　管理業務委託料.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1億6,695万円

■旧最上衛生事務所解体工事費.. . . . . . . . . 1億9,940万円
■消防署金山支署の設計等.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1,739万円			
■消防救急デジタル無線整備費
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3億8,472万円
■救助工作車購入費.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1億3,000万円			

■少年少女沖縄交流事業費.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 366万円
■もがみ大産業まつり補助金.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 180万円
■沖縄中部広域との経済交流事業費等.. . . . . . . . . 620万円

一般会計の主な事業費

特別会計の主な事業費

分担金
30億6,234万円
　　　　（85.2％）

衛生費
12億1,580万円

（33.9％）
消防費
15億3,959万円

（42.8％）

公債費 4億668万円
（11.3％）

予備費 4億300万円
（0.08％）

教育費
3,754万円

（1.0％）

使用料及び手数料
1億758万円

（3％）

国庫支出金
273万円

（0.08％）

繰入金
759万円

（0.21％）

組合債 3億8,470万円
（10.7％）

議会費 114万円
（0.03％）

総務費 
3億8,925万円

（10.9％）
新庄市
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（43.2％）

金山町
2億1,382万円

（8.0％）
最上町
3億3,070万円

（12.4％）
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1億8,477万円

（6.9％）

真室川町
3億508万円

（11.4％）

大蔵村
1億3,292万円

（5.0％）

鮭川村
1億6,163万円

（6.0％）

戸沢村
1億9,078万円

（7.1％）諸収入他
2,806万円（0.8％）

一般会計歳出 35億9,300万円一般会計歳入 35億9,300万円 市町村分担金　26億7,625万円の内訳

「ゆめりあ」公債費償還金減少による
市町村への還付金の内訳	（万円）
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当初予算 35億9,300万円 （前年度比5.8％増）
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（0.08％）

繰入金
759万円
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③特別徴収税額の通知

5月中旬以降

②特別徴収税額の通知

5月中旬以降

④個人住民税の徴収

6月から翌年5月までの
給与から差し引き

⑤個人住民税の納入

翌月10日まで

①給与支払報告書の提出

1月31日まで

■
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
？

　
事
業
主（
給
与
支
払
者
）が
、所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、従
業
員（
納
税
義
務

者
）に
代
わ
っ
て
、毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給

与
か
ら
個
人
住
民
税（
市
町
村
民
税
と
県
民

税
）を
差
し
引
い
て
、市
町
村
へ
納
入
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。事
業
主（
個
人
・
法
人
問

わ
ず
）は
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
、非
常
勤
職

員
、役
員
な
ど
す
べ
て
の
従
業
員
に
つ
い
て
、

個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
徴
収
は
選
択
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、希
望
に
よ
る
普
通
徴
収
へ
の
切
り
替
え

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
特
別
徴
収
税
額

決
定
通
知
書
の
送
付

　
五
月
中
旬
以
降
、事
業
主（
特
別
徴
収
義
務

者
）に
送
付
さ
れ
る「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通

知
書（
特
別
徴
収
義
務
者
用
・
納
税
義
務
者

用
）」が
送
付
さ
れ
ま
す
。年
税
額
と
月
割
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、六
月
か
ら
翌
年

五
月
ま
で
給
料
か
ら
特
別
徴
収（
差
し
引
き
）

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
納
期
と
納
入
方
法

　
納
期
限
は
、月
々
の
個
人
住
民
税
を
特
別

徴
収（
給
与
差
し
引
き
）し
た
月
の
翌
月
十

日
で
す
。こ
の
日
が
土
・
日
曜
日
、ま
た
は
祝

日
の
場
合
は
、そ
の
翌
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

差
し
引
い
た
個
人
住
民
税
は
、従
業
員
の
居

住
市
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
入
書
を
使
っ

て
、金
融
機
関
で
納
入
し
ま
す
。

　
ま
た
、給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
従
業
員

が
常
時
十
人
未
満
の
事
業
主
が
、従
業
員
の

居
住
市
町
村
に
申
請
書
を
提
出
し
て
承
認
を

受
け
た
場
合
に
は
、年
税
額
を
二
回
に
分
け

て
納
入
で
き
る「
納
期
の
特
例
」を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
税
額
の
変
更
通
知

　
所
得
や
控
除
の
内
容
の
変
更
に
よ
り
、す

で
に
通
知
し
た
月
々
の
特
別
徴
収
税
額
に
変

更
が
生
じ
た
場
合
は
、「
特
別
徴
収
税
額
変
更

通
知
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、そ
の
通
知

に
従
っ
て
特
別
徴
収
税
額
を
変
更
し
て
く
だ

さ
い
。

■
退
職
者
や
休
職
者
が
い
る
場
合

　
退
職
や
休
職
、ま
た
は
転
勤
な
ど
に
よ
り

従
業
員
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、そ
の
事

由
が
発
生
し
た
日
の
翌
月
十
日
ま
で
に
、事

業
主
が
、従
業
員
の
居
住
市
町
村
に「
異
動

届
」を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
退
職
者
や
休
職
者
の

個
人
住
民
税
の
納
入
方
法

　
退
職
や
休
職
し
た
場
合
は
、特
別
徴
収
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、残
っ
た
税
額
に
つ

い
て
は
、普
通
徴
収
に
切
り
替
え
、従
業
員
が

直
接
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、決
定
通
知
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
た

翌
年
の
一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
退
職
し
た
場
合
は
、特
別
徴
収
で
き

な
く
な
っ
た
残
り
の
額
に
つ
い
て
、勤
務
先

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
支
給
さ
れ
る
給

与
、退
職
金
な
ど
が
残
り
の
住
民
税
額
を
超

え
る
場
合
に
は
、従
業
員
の
申
し
出
が
な
く

て
も
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
す

る
給
与
や
退
職
金
な
ど
か
ら
、一
括
し
て
特

別
徴
収
に
よ
り
納
入
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◎
税
務
課
課
税
室
☎
内
線
１
４
２
・
１
４
３

県と県内の市町村では、個人住民税の特別徴収の完全実施に向けて取り組んでいます。

従業員
（納税義務者）

事業主
（給与支払者）

市町村

個人住民税の
特別徴収にご協力ください。

事業主の皆さんへ

個人住民税
特別徴収の
イメージ
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っ
た
税
額
に
つ

い
て
は
、普
通
徴
収
に
切
り
替
え
、従
業
員
が

直
接
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、決
定
通
知
書
な
ど
が
送
付
さ
れ
た

翌
年
の
一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
退
職
し
た
場
合
は
、特
別
徴
収
で
き

な
く
な
っ
た
残
り
の
額
に
つ
い
て
、勤
務
先

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
支
給
さ
れ
る
給

与
、退
職
金
な
ど
が
残
り
の
住
民
税
額
を
超

え
る
場
合
に
は
、従
業
員
の
申
し
出
が
な
く

て
も
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
払
を
す

る
給
与
や
退
職
金
な
ど
か
ら
、一
括
し
て
特

別
徴
収
に
よ
り
納
入
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◎
税
務
課
課
税
室
☎
内
線
１
４
２
・
１
４
３

県と県内の市町村では、個人住民税の特別徴収の完全実施に向けて取り組んでいます。

従業員
（納税義務者）

事業主
（給与支払者）

市町村

個人住民税の
特別徴収にご協力ください。

事業主の皆さんへ

個人住民税
特別徴収の
イメージ
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　「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」は
、大

正
６
年（
１
９
１
７
年
）5
月
12
日
に
、

民
生
委
員
児
童
委
員
制
度
の
前
身
で
あ

る
岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
設
置
規
定
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
、制
定

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
活
動
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。地

域
住
民
の
相
談
役
で
す
！

　
民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に
基
づ

い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
、児
童
福
祉

法
に
定
め
る
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま

す
。ま
た
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門

的
に
担
当
す
る「
主
任
児
童
委
員
」の
指

名
を
受
け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。現
在

80
人
の
委
員
が
、給
与
の
支
給
が
な
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い

て
、任
期
は
三
年
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地
域
住
民

の
一
員
と
い
う
立
場
で
、担
当
地
域
の

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
安
否
確

認
や
見
守
り
、子
ど
も
た
ち
へ
の
声
が

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、医
療
や
介

護
の
悩
み
、妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、失

業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心

配
事
な
ど
、地
域
住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
と
な
っ
て
、専
門
機
関
と
の
つ
な

ぎ
役
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
月
に
は
、在
宅
高
齢
者
の
調
査
の

た
め
、高
齢
者
が
い
る
家
庭
へ
の
訪
問

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に

　 

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、「
広
げ
よ

う
　
地
域
に
根
ざ
し
た
　
思
い
や
り
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、地
域
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、守
秘
義
務
が

あ
り
、地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
受
け
た

相
談
内
容
や
個
人
情
報
な
ど
に
つ
い
て

の
秘
密
は
き
ち
ん
と
守
ら
れ
ま
す
。

　
何
か
悩
み
ご
と
が
あ
る
場
合
な
ど
は

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、身
近
な
相
談
役

と
し
て
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
成
人
福
祉
課
生
活
支
援
室

☎
内
線
５
４
１
・
５
４
２

▲民生委員・児童委員の広報活動

▲地域の方が安心して暮らせる手助けのために
必要な福祉情報などを研修で学んでいます

　
　
　
　

 

地
域
に
根
ざ
し
た 

思
い
や
り

広
げ
よ
う

五
月
十
二
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

（民生委員・児童委員のマーク）
昭和35年に公募で選ばれたもので、

幸せのめばえを示す四つ葉のクローバーを
バックに、民生委員の「み」の文字と
児童委員を示す双葉を組み合わせ、
平和のシンボルの鳩をかたどって、
愛情と奉仕を表しています。

12



13 広報

　子どもの頃から機械が好きだったので、鶴岡工業高専の機械工学科に進学し
ました。地元新庄のものづくり企業に就職したいと思い、卒業後にこの会社に入
りました。昨年４月のことです。
　この会社は、環境分野に関する測定機器（身近な例としては、下田公園に県が
設置している大気汚染測定装置）が主力製品です。私はオゾン測定器（光化学ス
モッグの測定用）の製造部門に配属されたのですが、たくさんの製品を同時進行
で、納期厳守で組み上げたり調整したりしていく作業は大変でした。社会人１年
目で分からないことばかりでしたので、先輩社員に支えられながら、最近ようや
く少しずつ慣れてきたかなと、振り
返っているところです。
　同期入社は私を含め２名のみ。
それだけに周囲の期待に応えて早
く一人前の技術者に成長しなけれ
ばいけないと感じています。当面
の目標は、製造に習熟するだけで
なく、開発部門に対して提案をして
いけるような人材になることです。

いきいき仕事人！

しんじょうの農業

伊藤政樹さん（二枚橋）

　今年農業大学校を卒業して、実家である小島バラ園で働いています。現在

25種類のバラを生産していますが、バラの魅力は何と言ってもその豪華さや、

華やかさだと思います。

　まだまだ、社長の技術には及びませんが、学生時代に研究していた、紫外

線や害虫の天敵を使った減農薬法で、生産コストを下げながらもさらに高い

品質のバラ作りに挑戦してみたいと思っています。

　温度管理が難しいバラの生産にとって、長く厳しい新庄の冬は大変です

が、日本一の品質を目指して今後も頑張ります！

私が作っています！

小島バラ園
小島　祉

よし
修
なお

さん（月岡）

Company File  № ❷
山形東亜ＤＫＫ株式会社

　山形ディーケーケー㈱として平成
２年新庄中核工業団地に設立。平成
４年操業開始。平成１９年に現社名
に変更。水質、大気などの各種計測
機器を、開発から製造まで一貫生産し
ている。また、インターネット直販にも力
を入れている。従業員１０９名

　バラは、人類が誕生するよりもはるか昔の3千万年
前には、北半球の広い地域に分布していたことが分
かっています。日本はバラの自生地として世界的に知
られていますが、古くは「万葉集」にも歌が詠まれて
いるなど、日本人にゆかりが深く、「花の女王」として広く愛好されています。山
形県のバラは、切り花生産額でも長年全国でトップクラスです。本来の旬は春
で暑さに弱いのですが、山形は夏でも夜には気温が下がるため高品質なバラを
出荷できます。このため、全国の市場から、その品質について信頼を得ていま
す。母の日に一気に需要が多くなることから、5月頃から最盛期となります。

バ　ラ
奮　闘　中　！　

山形東亜ＤＫＫ㈱ 
製造部製造２課

澤野裕
ゆう

大
だい

さん（北町）

企業ZOOM
 UP!

Mズームアップ
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machi topics

まちとぴ machi topics

14

	 緑の募金にご協力お願いしまーす！ （ゆめりあほか）

　豊かな緑を守るためのさまざまな事業を行うため、広く
協力を募る「緑の募金」。この日は、新庄市みどりの少年団
や市内の高校生らが最上広域交流センターゆめりあや市
内のスーパーマーケットで協力を呼びかけました。

4/21

	 新庄の春の風物詩「カド焼きまつり」
 （最上公園）

　毎年恒例のカド焼きまつりが、最上公園内特設会
場で開催されました。
　開催初日は天候に恵まれ、訪れた人たちは、炭火で
じっくりと焼き上げた香ばしいカド（ニシン）と多彩な
ステージショーで、春の一日を楽しみました。

4/29 
-5/5

　農業を担う若者を育
てる勇気塾の卒塾・入
塾式が行われました。

（4月1日／市役所）

　市内中学校で運動会
が開催されました。

（4月29日／日新中学校）

　八向コミュニティ連合
によるグラウンドゴルフ
桜桃大会が開催されま
した。（4月30日／八向
運動広場）

	 公園をきれいに !ボランティア清掃（最上公園）

　桜の開花を前に、御堀端自治会などが例年企画している
公園清掃が今年も行われました。早朝、しかも雪が降りしき
る中でしたが、自治会員と市民約100人が参加し、ごみや落
ち葉などを拾い集めました。

4/21



machi topics

まちとぴ machi topics

15 広報

	 火災予防の呼びかけ出発 
（最上広域消防本部前）

　春の火災予防運動の一環として、最上広域消防本部の消
防車と、市消防団のポンプ積載車が隊列を組んで市内を巡
りました。また、22日までの期間中、地域の消防団が朝夕サ
イレンを吹鳴し、注意を呼びかけました。

4/16

	 「ＳＬ湯けむりＤＣ号」出発式（ＪＲ新庄駅）

　仙台・宮城デスティネーションキャンペーン（ＤＣ／ＪＲと自
治体などによる大型観光キャンペーン）に合わせ、Ｃ11蒸気
機関車が陸羽東線を往復しました。7日の出発式では市長が
一日駅長を務めたほか、餅のふるまいや休場囃子若連によ
る新庄囃子演奏などが行われました。

4/7

5/3
旧農林省蚕糸試験場新庄支場
建造物有形文化財の登録を祝う会

 （新庄市エコロジーガーデン）

昨年9月、登録有形文化財として登録するよう、文化審議会が文
部科学大臣に答申していた、旧農林省蚕糸試験場新庄支場の建
造物が、3月29日に登録となりました。これを祝う会が5月3日に
催され、登録に向けてさまざまな協力をいただいた、工学院大学
の後藤治教授が記念講演を行ったほか、青山学院大学の黒石い
ずみ教授や試験場職員 OB などエコロジーガーデンにゆかりの
ある方々によるトークセッションなどが行われました。

	 第58回山形県縦断駅伝競走大会（県内）

　県内28区間、総距離297.3キロをつなぐ、恒例の県縦断
駅伝は今回58回目となります。開催前日の26日にゆめり
あで行われた壮行式で激励を受けた新庄・最上チームは、昨
年より約17分タイムを縮めましたが、初日7位、2日目8位、
最終日は6位でゴールし、総合8位となりました。

4/27 
-29
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子
ど
も
た
ち
に「
新
庄
小
学
校
の
自

慢
は
何
？
」と
聞
く
と
、ほ
と
ん
ど
の

子
が「
あ
い
さ
つ
・
掃
除
・
合
唱
」と
答

え
ま
す
。毎
朝
、ハ
イ
タ
ッ
チ
あ
い
さ

つ
で
始
ま
る
学
校
生
活
。さ
か
ん
な
児

童
会
あ
い
さ
つ
運
動
。一
年
を
通
し
て

行
う
水
拭
き
。無
言
清
掃
。そ
し
て
、

最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
合
唱
で

す
。毎
月
、曲
を
決
め
て
練
習
し
、週
に

一
回
は
全
校
で
合
唱
し
て
い
ま
す
。ま

た「
あ
じ
さ
い
集
会
」「
合
唱
祭
」「
も
み

の
木
お
別
れ
会
」と
歌
声
集
会
が
年
三

回
あ
り
、成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

合
唱
を
通
し
て
、自
分
の
役
割
を
果
た

し
、仲
間
を
大
切
に
す
る
心
、感
動
す

る
心
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。感
動
的
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
も
含
め
、「
あ
い
さ
つ
・

掃
除
・
合
唱
」は
子
ど
も
た
ち
の
自
慢

で
す
。

　

教
職
員
は
、「
力
が
付
く
授
業
」「
分

か
る
授
業
」づ
く
り
に
全
員
で
力
を
注

い
で
い
ま
す
。一
方
的
に
教
え
込
む
の

で
は
な
く
、「
人
と
関
わ
り
な
が
ら
」ま

た「
対
話
を
し
な
が
ら
」考
え
さ
せ
る

授
業
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
、新
庄
中
学
校
と
の
小
中
一
貫

教
育
に
関
わ
る
交
流
、外
国
の
文
化
に

触
れ
る
国
際
理
解
教
育
、地
域
の
方
か

ら
学
ぶ
ふ
る
さ
と
の
自
然
・
文
化
・
祭

り
の
学
習
、登
下
校
を
支
え
て
く
だ
さ

る
新
小
っ
子
見
守
り
隊
、い
ろ
い
ろ
な

方
と
交
流
す
る
指
首
野
川
の
環
境
学
習

な
ど
、学
校
の
特
色
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

Ｑ
毎
日
忙
し
く
、注
意
し
て
も
な

か
な
か
言
う
事
を
聞
か
な
い
の

で
、つ
い
怒
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
・
・
・
。

Ａ
こ
ん
な
悩
み
を
良
く
聞
き
ま

す
。

　

子
ど
も
が
今
ど
ん
な
時
期
な
の
か
を

分
か
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。こ
れ

を
意
識
す
る
こ
と
で
叱
る
こ
と
が
ず
い

ぶ
ん
少
な
く
な
る
も
の
で
す
。

　

特
に
一
歳
か
ら
二
歳
ま
で
の
年
齢
は
、

何
に
で
も
関
心
を
示
し
や
っ
て
み
た
い

時
期
。つ
い「
ダ
メ
」と
止
め
て
し
ま
い

た
く
な
り
ま
す
が
、け
が
を
し
そ
う
だ
っ

た
り
物
を
壊
す
危
険
が
な
け
れ
ば
、探

究
心
を
満
足
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
は
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
大
切
な
一
歩
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

あいさつと歌声の響く
「明るく美しく花ひらく学校」

プラス

子育て

にこにこ子育て

教育+ チャンネル

学校レポート
〜新庄小〜

あそびの広場と
子育て相談

ここ
WARASUKO  HIROBA

わわららすす
広場

●保健センター
　5月28日㈫・6月11日㈫の午前・午後
●わくわく新庄
　5月21日㈫、6月7日㈫の午前
●萩野地区公民館
　6月14日㈮の午前
※午前（10時〜11時30分） 
　午後（1時30分〜3時30分）
◎詳しくは、新庄市子育て支援センター

（わらすこ広場内）へ。ＴＥＬ&ＦＡＸ22-5115

Q
＆
A



17 広報

今月のテーマ展示

◦
児
童
図
書
◦

こ
ぶ
た
の
か
ば
ん･･････････････････････

佐
々
木
マ
キ 

マ
ッ
チ
箱
の
カ
ー
ニ
ャ･････････････････

北
見　

葉
胡 

体
育
館
の
日
曜
日･･･････････････････

村
上
し
い
こ 

ね
こ
の
郵
便
屋
さ
ん･････････････････

中
村　

翔
子

「
赤
毛
の
ア
ン
」が
教
え
て
く
れ
た
大
切
な
こ
と

（
心
の
友
だ
ち
）････････････････････････

茂
木
健
一
郎

10
歳
か
ら
の
お
菓
子
づ
く
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
レ

シ
ピ･･･････････････････････････････････････

須
賀　

祐
子 

ク
モ
の
巣
図
鑑････････････････････････

新
海　
　

明 

◦
一
般
図
書
◦

色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、彼
の
巡
礼

の
年･･･････････････････････････････････････

村
上　

春
樹

春
風
伝･･････････････････････････････････

葉
室　
　

麟 

闇
医
者
お
ゑ
ん
秘
録
帖･･･････

あ
さ
の　

あ
つ
こ

私
の
嫌
い
な
探
偵････････････････････

東
川　

篤
哉

明
日
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
自
分
、そ
し
て
あ
な

た
た
ち･･･････････････････････････････････

山
田　

詠
美 

ザ
・
万
字
固
め･････････････････････････

万
城
目　

学 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
!! 

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

　

･････････････････････････････････

阿
川　

佐
和
子
ほ
か

失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
３（
光
文
社
古
典
新

訳
文
庫
）････････････････････････････････････

プ
ル
ー
ス
ト 

自
分
を
愛
す
る
力（
講
談
社
現
代
新
書
）

　

････････････････････････････････････････････

乙
武　

洋
匡

3
・
11
を
心
に
刻
ん
で 

２
０
１
３（
岩
波
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
）････････････････････････

岩
波
書
店
編
集
部  

星
の
王
子
さ
ま
の
天
文
ノ
ー
ト････

縣　
　

秀
彦

ミ
ュ
シ
ャ 

パ
リ
に
咲
い
た
ス
ラ
ヴ
の
華

　

････････････････････････････････････････････

千
足　

伸
行 

間
取
り
の
○
と
× 

く
ら
べ
て
楽
し
い
間
取
り

の
図
鑑･･･････････････････････････････････････

ザ
・ハ
ウ
ス

今
、欲
し
い
！
使
え
る
文
具････

成
美
堂
出
版
編
集
部 

こ
ど
も
と
始
め
る
家
族
で
山
登
り 

完
全
保
存
版

　

･･････････････････････････････････････････････････････

Ｃ
Ｓ
Ｐ 

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
編
む
毎
日
使
え
る
プ
ラ
か
ご

　

････････････････････････････････････････････

高
宮　

紀
子 

シ
ニ
ア
の
た
め
の
ヒ
ッ
ト
曲
＆
名
曲
で
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス･･･････････････････････････････････････

斎
藤　

道
雄

親
子
で
楽
し
む
12
カ
月
の
キ
ッ
ズ
イ
ベ
ン
ト

　

････････････････････････････････････････････

辰
元　

草
子

お
寺
と
神
社
の
地
図
帳････････････････

辰
巳
出
版 

安
い
お
肉
を
も
っ
と
お
い
し
く･･････

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版 

今月の本

※このコーナーでは、NPOなどの市民活動団体に関する話題と、地域住民による
地域づくり活動に関する話題をそれぞれ交互に紹介していきます。

　

三
年
連
続
と
な
っ
た
こ
の
冬
の
豪
雪

に
対
す
る
地
域
の
状
況
を
調
査
す
る
た

め
、四
月
半
ば
か
ら
、地
域
担
当
職
員
が

区
長
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。排
雪
場
所

の
確
保
や
流
雪
溝
な
ど
の
問
題
が
で
て

お
り
、今
後
集
約
の
う
え
関
係
課
と
共

有
し
、区
長
と
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
会

議
な
ど
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

職
員
地
域
担
当
制
は
、試
行
期
間
を

経
て
、平
成
二
十
年
十
一
月
か
ら
本
格
実

施
し
、五
年
目
と
な
る
制
度
で
す
。こ
れ

ま
で
、

■
東
日
本
大
震
災
関
連
の
お
知
ら
せ

■
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
配
布
と
要

支
援
者
へ
の
地
域
で
の
対
応
の
検
討

■
山
形
県
立
新
庄
病
院
改
築
要
望
署
名

の
配
布

■
空
き
家
調
査

な
ど
を
各
区
長
や
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、地
域
の
中
に
職
員
が

入
り
、地
域
と
職
員
が
密
接
な
関
係
を

築
く
こ
と
で
、地
域
と
市
役
所
の
協
働

を
推
進
し
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。原
則
と
し
て
、そ
の
地
域
に

居
住
し
て
い
る
職
員
を
担
当
職
員
と
し

て
い
ま
す
が
、近
隣
の
地
区
に
居
住
す

る
職
員
が
担
当
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

何
か
地
域
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。地
域
担
当
職
員
が
、地
域
づ

く
り
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、総
合
政
策
課
地
域
支
援

室
☎
内
線
２
１
８
ま
で

『物語のある広告コピー』
パイインターナショナル

5月のおすすめ

　新聞や雑誌の広告を何気なく眺め
ている時、シンプルだからこそ胸を打つ
言葉にハッとした経験はありませんか。読む
だけでさまざまな人生のストーリーや情景
が目に浮かぶ広告コピー115を収録。

　新緑の季節に「出会いの1冊」を求
めている方はぜひ図書館へ！受賞作・
ベストセラー・映画やドラマ化原作な
ど、昨年度図書館で人気の高かった
本、予約が多数入った本を年代別に
ランキング形式で紹介します。

◎市立図書館 ☎２２-２１８９
開館時間 : 午前10時～午後6時

休館日 : 毎週月曜日
※蔵書点検のため、5月27日㈪から31日㈮まで休館します。

　本の返却はブックポストにお願いします。
蔵書検索

『平成24年度
ベストリーダー＆
ベストリクエスト』

〜地域づくり編〜

ドゥ

市民活Do！

職員地域担当制

05



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです    催しなど

働
く
女
性
の
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

お
知
ら
せ

　職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ・セ
ク
ハ
ラ
、解
雇
、

賃
金
カ
ッ
ト
、未
払
い
賃
金
、休
暇
な
ど
、

働
く
女
性
の
労
働
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▪
と
き 

5
月
27
日
㈪・28
日
㈫ 

午

前
10
時
～
午
後
7
時

▪
相
談
電
話 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

0
1
2
0-

1
5
4-

0
5
2

◎
連
合
山
形
・
柏
木

☎
０
２
３-

６
２
５-

０
５
５
５

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
生
募
集

▪
対
象 

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

可
能
で
、障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、

講
習
修
了
後
に
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
事
業
の
登
録
者
と
し
て
派
遣
要

請
に
応
じ
ら
れ
る
方

▪
と
き 

6
月
15
日
㈯
、16
日
㈰
、29

日
㈯
、30
日
㈰
全
4
回 

午
前
10
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

財
団
法
人
庄

内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
鶴

岡
駅
前
マ
リ
カ
東
館
3
階
）

▪
内
容 

障
が
い
者
へ
の
理
解
・
音
声

ブ
ラ
ウ
ザ
に
よ
る
文
書
作
成
と
読
み

取
り
・ウ
ェ
ブ
閲
覧
と
実
技
習
得
及

び
指
導
法 

▪
申
し
込
み 

6
月
10

日
㈪
ま
で
に
電
話
、ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（y-sinsyokyo@
orange.plala.

or.jp

）で
　
募
集
定
員
10
人

◎
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎
０
２
３-

６
８
６-

３
６
９
０

中
華
料
理
教
室
開
催

参
加
者
募
集

▪
と
き 

5
月
23
日
㈭
午
前
の
部 

午

前
11
時
か
ら
／
午
後
の
部 

午
後
5

時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ
調

理
室 

▪
講
師 

笹
美
知
子
さ
ん

▪
材
料
費 

2
，5
0
0
円 

▪
申
し
込

み 

5
月
21
日
㈫
ま
で
に
電
話
で

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22-

２
０
８
６

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

お
知
ら
せ

▪
と
き 

6
月
27
日
㈭
午
前
9
時
～

午
後
4
時
／
6
月
28
日
㈮
午
前
9
時

～
午
後
2
時（
2
日
間
）

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
2
階
会
議
室

▪
講
習
費
用 

テ
キ
ス
ト
代
3
，3
0
0

円 

▪
申
し
込
み 

5
月
27
日
㈪
～

6
月
14
日
㈮
ま
で
に
、電
話
、ま
た
は

F
A
X
で
。 

※
申
込
書
は
消
防
署・

各
支
署
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

◎
最
上
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
22-

７
５
２
１ 

ＦＡＸ
22-

７
５
２
３

新
緑
の
禿
岳
を
歩
こ
う

参
加
者
募
集

▪
と
き 

5
月
26
日
㈰
午
前
7
時
～

午
後
6
時 

▪
集
合
場
所 

新
庄
駅
東

口
駐
車
場
内（
中
央
付
近
）

▪
内
容 

花
立
峠
登
山
口
か
ら
禿か

む
ろ
岳

山
頂
を
目
指
し
ま
す
。下
山
後
は
中

山
平「
し
ん
と
ろ
の
湯
」で
入
浴
し
疲

れ
を
洗
い
流
し
ま
す
。 

▪
会
費 
1
，

5
0
0
円（
保
険
・
入
浴
料
・
交
通
費

な
ど
） 

▪
申
し
込
み 

5
月
18
日
㈯

ま
で
に
電
話
で

◎
神
室
山
系
の
自
然
を
守
る
会
・
松
崎

☎
０
９
０-

３
７
５
８-

５
５
３
８

耐
震
改
修
補
助
金

募
集
開
始

▪
受
付
開
始 

5
月
13
日
㈮
か
ら

▪
募
集
件
数 

10
件 

▪
補
助
率 

工

事
費
の
50
％（
上
限
1
2
0
万
円
）　

※
無
料
耐
震
診
断
も
10
件
募
集
受
付
開
始

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室	

☎
内
線
５
２
３

多
重
債
務
相
談
窓
口

ご
案
内

　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談

は
秘
密
厳
守・無
料
で
す
。

▼
相
談
電
話 

0
2
3-

6
4
1‐

5
2

0
1 

月
～
金
曜
日（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

◎
東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

☎
０
２
３‐６
４
１‐５
１
７
７

雪の里情報館からのお知らせ

雪国ギャラリー作品展示
◦とき 6月6日㈭まで　　
◦ところ 雪の里情報館雪国ギャラリー
◦内容 “旅の軌跡 ― 絵と短歌 ― シリー
ズ２”鈴木浩三個展

第68回市民雪セミナー
◦とき 5月19日㈰午後1時30分～4時
◦集合場所 雪の里情報館
◦内容 フィールドワーク「ふるさとの水辺
巡り」～新庄を流れる川～
※マイクロバスで移動します。
◦講師・案内役 本澤充夫氏
◦受講料 無料
◦申込受付 5月18日㈯まで。先着25人。
◎詳しくは、雪の里情報館へ。 ☎22-7891

たんぽぽクラブにみんなあつまれ～！
あそびうたコンサート

◦対象 2～4歳になるお友達とその保護者
◦とき 6月2日㈰午前９時40分～11時
◦ところ 金沢幼稚園2階ホール
◦持ち物 内ばき
◦申し込み 5月24日㈮まで電話で（先
着40人まで）
◎詳しくは、金沢幼稚園へ。 ☎22-6052

第10回 さすの川「水辺のコンサート」
◦とき 5月26日㈰午後２時～
◦ところ 川西河川公園（雨天の場合・
新庄小学校体育館） ◦出演 新庄小学
校合唱・新庄中学校吹奏楽部・キャッスル
サイド・北村山吹奏楽団・新庄吹奏楽団
◎入場無料。詳しくは、川西町河川公園
を愛する会・江口へ。  ☎23-0883

第2回 明るい遺影写真展開催
◦とき 5月16日㈭から18日㈯まで
◦ところ ゆめりあ1階 花と緑の交流広場
◦展示時間 16日㈭正午～午後7時
　17日㈮午前10時～午後7時
　18日㈯午前10時～午後6時
◎詳しくは、山形県営業写真家協同組合
戸田へ。  ☎22-1381

ふるさと歴史センターからのお知らせ
館内電気設備の点検作業のため休館します。
◦とき 5月28日㈫～29日㈬
◎詳しくは、ふるさと歴史センターへ。
  ☎22-2188

か
む
て
ん
ま
つ
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集

▪
と
き 

6
月
23
日
㈰
午
前
9
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

か
む
て
ん
公

園（
最
上
中
央
公
園
） 

▪
申
し
込

み 

5
月
31
日
㈮
ま
で
電
話
で

▪
参
加
料 
無
料

※
1
か
所
あ
た
り
3ｍ
×
3ｍ
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、参
加
数
に
よ
り

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
都
市
整
備
課
都
市
計
画
室	

☎
内
線
５
２
７

新
庄
弓
道
連
盟・弓
道
教
室

受
講
生
募
集

　
弓
道
を
基
礎
か
ら
学
び
、段
位
習

得
を
目
指
し
ま
す
。

▪
対
象 

弓
道
に
興
味
の
あ
る
社
会

人
、高
校
生
及
び
中
学
生
。

▪
と
き 

6
月
22
日
か
ら
10
月
26
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日 

午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で（
全
15
回
）

▪
と
こ
ろ 

市
武
道
館
弓
道
場

▪
受
講
料 

大
人・高
校
生
1
0
，0
0

0
円
、中
学
生
6
，0
0
0
円 

※
ス
ポ

ー
ツ
保
険
1
，8
5
0
円（
任
意
加
入
）

▪
申
し
込
み 

5
月
18
日
㈯
か
ら
6

月
22
日
㈯
ま
で

◎
事
務
局
・
竹
内	

☎
22-

８
４
４
４

わ
く
わ
く
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

5
月
31
日
㈮
午
後
2
時
～
3

時 

▪
と
こ
ろ 

わ
く
わ
く
新
庄
創
作

実
習
室 

▪
内
容 

6
種
類
く
ら
い
の
花

苗
を
使
っ
て
の
寄
せ
植
え（
初
心
者
向

け
） 

▪
講
師 

永
澤
満
里
子
さ
ん（
花
の

風
の
会
） 

▪
参
加
費 

2
，0
0
0
円

▪
持
ち
物 

ゴ
ム
手
袋（
薄
手
）・エ
プ

ロ
ン
　
▪
申
し
込
み 

5
月
24
日
㈮
ま

で 

定
員
20
人

◎
わ
く
わ
く
新
庄	
☎
23-

０
１
９
７

ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ 
ホ
ー
リ
ー
ハ
ー
ツ

メ
ン
バ
ー
募
集

▪
活
動
日
時 

毎
月
第
2
・
4
火
曜

日
午
後
7
時
～
8
時
30
分 

▪
と
こ

ろ 

新
庄
教
会
小
角
集
会
所（
元
新
生

教
会
） 

▪
会
費 

2
，3
0
0
円

◎
事
務
局
・
熊
谷

☎
０
７
０-

５
４
７
５‐

０
８
２
４

農
業
経
営
実
践
講
座

受
講
者
募
集

▪
対
象 

農
業
技
術
を
習
得
し
、農
業

経
営
改
善
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
農

業
者 

▪
募
集
講
座 

ね
ぎ
栽
培
講

座・り
ん
ど
う
と
そ
の
他
露
地
品
目
の

栽
培
講
座・く
だ
も
の
づ
く
り
入
門
講

座
・
畜
産
塾
・こ
れ
か
ら
始
め
る
農
産

加
工
起
業
講
座・水
稲
栽
培
技
術
基

礎
講
座・パ
ソ
コ
ン
簿
記
実
践
講
座

▪
申
し
込
み 

5
月
17
日
㈮
ま
で

◎
最
上
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課

☎
29-

１
３
２
７

展
示
会・商
談
会
出
展
の
助
成

お
知
ら
せ

　
県
外・海
外
の
展
示
会・商
談
会
に

出
展
し
て
、販
路
拡
大
を
図
る
企
業

を
助
成
し
ま
す
。

▪
対
象 

市
内
の
中
小
企
業
者（
個
人・

法
人
）が
、自
社
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、

県
外
・
海
外
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会

な
ど
に
出
展
す
る
場
合 

▪
条
件 

市

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。昨
年
度
、こ

の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。 

▪
助
成
対
象
経
費 

出
展
料
、ブ

ー
ス
の
装
飾
費
用 

▪
助
成
額 

対
象

経
費
の
50
％（
上
限
20
万
円
）

◎
商
工
観
光
課
企
業
立
地
推
進
室	

☎
内
線
２
５
９

平
成
25
年
度 

税
務
職
員
採
用
試
験

職
員
募
集

▪
資
格 

平
成
25
年
4
月
1
日
時
点

で
、高
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
3
年
経
過
し
て

い
な
い
者
及
び
今
年
度
の
3
月
ま
で
に

高
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者 

▪
一
次
試
験
日 

9
月
8

日
㈰ 

▪
受
験
申
込 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

6
月
24
日
㈪
～
7
月
3
日
㈬ 

郵
送・

持
参
6
月
24
日
㈪
～
6
月
28
日
㈮

◎
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
２
２-

２
６
３‐

１
１
１
１

市営住宅入居者募集
▪募集住宅名 ①玉の木（125号室）
②小桧室（335号室）③北新町（115号
室）④東山（156号）
▪家賃 ①9,300円～13,800円 ②
24,900円～65,900円 ③12,000円
～30,900円 ④15,600円～30,500円
▪申込資格 次のいずれにも該当する
方・現在住宅に困っている・同居親族が
いる・収入の基準が合う・税金の未納が
無い・暴力団員でない
▪申込期間 5月22日㈬～31日㈮平日
午前8時30分～午後5時15分
※30・31日は午後7時まで
▪内覧会 5月28日㈫午前11時～午後
3時（自由にご覧ください）
◎必要書類など、詳しくは、都市整備課
建築住宅室へ。  ☎内線522・524

平成25年度 自動車税（県税）
の納付について

　自動車税の納付期限は5月31日㈮で
す。お近くの金融機関、郵便局、各総合
支庁税務担当課、コンビニのほか、今年
度からインターネットを利用してクレジット
カードでも納めることができます。
　みなさん、忘れずに期限まで納めましょう。
◎詳しくは、県税政課へ。 ☎023-630-2071

ごみステーション購入補助金のご案内
　ごみステーションを新規に設置する際
に補助金を交付します。作り直す際は傷
み具合などを見て判断します。
▪補助内容 購入費の50％（上限2万5千円）
※予算上限に達し次第終了します。
◎詳しくは、環境課環境保全室へ。 ☎内線432

軽自動車税の
減免制度があります

　身体の障がいで歩行が困難な
方、または精神の障がいで歩行が困
難な方の所有する軽自動車の税金
は、一定の要件に当てはまれば、申
請により減免される場合があります。
▪申請期間 5月16日㈭～24日㈮
◎詳しくは、税務課課税室へ。

☎内線141・153
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働
く
女
性
の
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

お
知
ら
せ

　職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ・セ
ク
ハ
ラ
、解
雇
、

賃
金
カ
ッ
ト
、未
払
い
賃
金
、休
暇
な
ど
、

働
く
女
性
の
労
働
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▪
と
き 

5
月
27
日
㈪・28
日
㈫ 

午

前
10
時
～
午
後
7
時

▪
相
談
電
話 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

0
1
2
0-

1
5
4-

0
5
2

◎
連
合
山
形
・
柏
木

☎
０
２
３-

６
２
５-

０
５
５
５

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

受
講
生
募
集

▪
対
象 

基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

可
能
で
、障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、

講
習
修
了
後
に
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
事
業
の
登
録
者
と
し
て
派
遣
要

請
に
応
じ
ら
れ
る
方

▪
と
き 

6
月
15
日
㈯
、16
日
㈰
、29

日
㈯
、30
日
㈰
全
4
回 

午
前
10
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

財
団
法
人
庄

内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
鶴

岡
駅
前
マ
リ
カ
東
館
3
階
）

▪
内
容 

障
が
い
者
へ
の
理
解
・
音
声

ブ
ラ
ウ
ザ
に
よ
る
文
書
作
成
と
読
み

取
り
・ウ
ェ
ブ
閲
覧
と
実
技
習
得
及

び
指
導
法 

▪
申
し
込
み 

6
月
10

日
㈪
ま
で
に
電
話
、ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（y-sinsyokyo@
orange.plala.

or.jp

）で
　
募
集
定
員
10
人

◎
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎
０
２
３-

６
８
６-

３
６
９
０

中
華
料
理
教
室
開
催

参
加
者
募
集

▪
と
き 
5
月
23
日
㈭
午
前
の
部 

午

前
11
時
か
ら
／
午
後
の
部 

午
後
5

時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 
市
民
プ
ラ
ザ
調

理
室 

▪
講
師 

笹
美
知
子
さ
ん

▪
材
料
費 

2
，5
0
0
円 
▪
申
し
込

み 

5
月
21
日
㈫
ま
で
に
電
話
で

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22-

２
０
８
６

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

お
知
ら
せ

▪
と
き 

6
月
27
日
㈭
午
前
9
時
～

午
後
4
時
／
6
月
28
日
㈮
午
前
9
時

～
午
後
2
時（
2
日
間
）

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
2
階
会
議
室

▪
講
習
費
用 

テ
キ
ス
ト
代
3
，3
0
0

円 

▪
申
し
込
み 

5
月
27
日
㈪
～

6
月
14
日
㈮
ま
で
に
、電
話
、ま
た
は

F
A
X
で
。 

※
申
込
書
は
消
防
署・

各
支
署
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

◎
最
上
広
域
消
防
本
部
予
防
課

☎
22-

７
５
２
１ 

ＦＡＸ
22-

７
５
２
３

新
緑
の
禿
岳
を
歩
こ
う

参
加
者
募
集

▪
と
き 

5
月
26
日
㈰
午
前
7
時
～

午
後
6
時 

▪
集
合
場
所 

新
庄
駅
東

口
駐
車
場
内（
中
央
付
近
）

▪
内
容 

花
立
峠
登
山
口
か
ら
禿か

む
ろ
岳

山
頂
を
目
指
し
ま
す
。下
山
後
は
中

山
平「
し
ん
と
ろ
の
湯
」で
入
浴
し
疲

れ
を
洗
い
流
し
ま
す
。 

▪
会
費 

1
，

5
0
0
円（
保
険
・
入
浴
料
・
交
通
費

な
ど
） 

▪
申
し
込
み 

5
月
18
日
㈯

ま
で
に
電
話
で

◎
神
室
山
系
の
自
然
を
守
る
会
・
松
崎

☎
０
９
０-

３
７
５
８-

５
５
３
８

耐
震
改
修
補
助
金

募
集
開
始

▪
受
付
開
始 

5
月
13
日
㈮
か
ら

▪
募
集
件
数 

10
件 

▪
補
助
率 

工

事
費
の
50
％（
上
限
1
2
0
万
円
）　

※
無
料
耐
震
診
断
も
10
件
募
集
受
付
開
始

◎
都
市
整
備
課
建
築
住
宅
室	

☎
内
線
５
２
３

多
重
債
務
相
談
窓
口

ご
案
内

　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談

は
秘
密
厳
守・無
料
で
す
。

▼
相
談
電
話 

0
2
3-

6
4
1‐

5
2

0
1 

月
～
金
曜
日（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

◎
東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

☎
０
２
３‐６
４
１‐５
１
７
７

雪の里情報館からのお知らせ

雪国ギャラリー作品展示
◦とき 6月6日㈭まで　　
◦ところ 雪の里情報館雪国ギャラリー
◦内容 “旅の軌跡 ― 絵と短歌 ― シリー
ズ２”鈴木浩三個展

第68回市民雪セミナー
◦とき 5月19日㈰午後1時30分～4時
◦集合場所 雪の里情報館
◦内容 フィールドワーク「ふるさとの水辺
巡り」～新庄を流れる川～
※マイクロバスで移動します。
◦講師・案内役 本澤充夫氏
◦受講料 無料
◦申込受付 5月18日㈯まで。先着25人。
◎詳しくは、雪の里情報館へ。 ☎22-7891

たんぽぽクラブにみんなあつまれ～！
あそびうたコンサート

◦対象 2～4歳になるお友達とその保護者
◦とき 6月2日㈰午前９時40分～11時
◦ところ 金沢幼稚園2階ホール
◦持ち物 内ばき
◦申し込み 5月24日㈮まで電話で（先
着40人まで）
◎詳しくは、金沢幼稚園へ。 ☎22-6052

第10回 さすの川「水辺のコンサート」
◦とき 5月26日㈰午後２時～
◦ところ 川西河川公園（雨天の場合・
新庄小学校体育館） ◦出演 新庄小学
校合唱・新庄中学校吹奏楽部・キャッスル
サイド・北村山吹奏楽団・新庄吹奏楽団
◎入場無料。詳しくは、川西町河川公園
を愛する会・江口へ。  ☎23-0883

第2回 明るい遺影写真展開催
◦とき 5月16日㈭から18日㈯まで
◦ところ ゆめりあ1階 花と緑の交流広場
◦展示時間 16日㈭正午～午後7時
　17日㈮午前10時～午後7時
　18日㈯午前10時～午後6時
◎詳しくは、山形県営業写真家協同組合
戸田へ。  ☎22-1381

ふるさと歴史センターからのお知らせ
館内電気設備の点検作業のため休館します。
◦とき 5月28日㈫～29日㈬
◎詳しくは、ふるさと歴史センターへ。
  ☎22-2188

か
む
て
ん
ま
つ
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集

▪
と
き 

6
月
23
日
㈰
午
前
9
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

か
む
て
ん
公

園（
最
上
中
央
公
園
） 

▪
申
し
込

み 

5
月
31
日
㈮
ま
で
電
話
で

▪
参
加
料 

無
料

※
1
か
所
あ
た
り
3ｍ
×
3ｍ
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、参
加
数
に
よ
り

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
都
市
整
備
課
都
市
計
画
室	

☎
内
線
５
２
７

新
庄
弓
道
連
盟・弓
道
教
室

受
講
生
募
集

　
弓
道
を
基
礎
か
ら
学
び
、段
位
習

得
を
目
指
し
ま
す
。

▪
対
象 

弓
道
に
興
味
の
あ
る
社
会

人
、高
校
生
及
び
中
学
生
。

▪
と
き 

6
月
22
日
か
ら
10
月
26
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日 

午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で（
全
15
回
）

▪
と
こ
ろ 

市
武
道
館
弓
道
場

▪
受
講
料 

大
人・高
校
生
1
0
，0
0

0
円
、中
学
生
6
，0
0
0
円 

※
ス
ポ

ー
ツ
保
険
1
，8
5
0
円（
任
意
加
入
）

▪
申
し
込
み 

5
月
18
日
㈯
か
ら
6

月
22
日
㈯
ま
で

◎
事
務
局
・
竹
内	

☎
22-

８
４
４
４

わ
く
わ
く
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

5
月
31
日
㈮
午
後
2
時
～
3

時 

▪
と
こ
ろ 

わ
く
わ
く
新
庄
創
作

実
習
室 

▪
内
容 

6
種
類
く
ら
い
の
花

苗
を
使
っ
て
の
寄
せ
植
え（
初
心
者
向

け
） 

▪
講
師 

永
澤
満
里
子
さ
ん（
花
の

風
の
会
） 

▪
参
加
費 

2
，0
0
0
円

▪
持
ち
物 

ゴ
ム
手
袋（
薄
手
）・エ
プ

ロ
ン
　
▪
申
し
込
み 

5
月
24
日
㈮
ま

で 

定
員
20
人

◎
わ
く
わ
く
新
庄	

☎
23-

０
１
９
７

ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ 

ホ
ー
リ
ー
ハ
ー
ツ

メ
ン
バ
ー
募
集

▪
活
動
日
時 

毎
月
第
2
・
4
火
曜

日
午
後
7
時
～
8
時
30
分 

▪
と
こ

ろ 

新
庄
教
会
小
角
集
会
所（
元
新
生

教
会
） 

▪
会
費 

2
，3
0
0
円

◎
事
務
局
・
熊
谷

☎
０
７
０-

５
４
７
５‐

０
８
２
４

農
業
経
営
実
践
講
座

受
講
者
募
集

▪
対
象 

農
業
技
術
を
習
得
し
、農
業

経
営
改
善
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
農

業
者 

▪
募
集
講
座 

ね
ぎ
栽
培
講

座・り
ん
ど
う
と
そ
の
他
露
地
品
目
の

栽
培
講
座・く
だ
も
の
づ
く
り
入
門
講

座
・
畜
産
塾
・こ
れ
か
ら
始
め
る
農
産

加
工
起
業
講
座・水
稲
栽
培
技
術
基

礎
講
座・パ
ソ
コ
ン
簿
記
実
践
講
座

▪
申
し
込
み 

5
月
17
日
㈮
ま
で

◎
最
上
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課

☎
29-

１
３
２
７

展
示
会・商
談
会
出
展
の
助
成

お
知
ら
せ

　
県
外・海
外
の
展
示
会・商
談
会
に

出
展
し
て
、販
路
拡
大
を
図
る
企
業

を
助
成
し
ま
す
。

▪
対
象 

市
内
の
中
小
企
業
者（
個
人・

法
人
）が
、自
社
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
、

県
外
・
海
外
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会

な
ど
に
出
展
す
る
場
合 

▪
条
件 

市

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。昨
年
度
、こ

の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。 

▪
助
成
対
象
経
費 

出
展
料
、ブ

ー
ス
の
装
飾
費
用 

▪
助
成
額 

対
象

経
費
の
50
％（
上
限
20
万
円
）

◎
商
工
観
光
課
企
業
立
地
推
進
室	

☎
内
線
２
５
９

平
成
25
年
度 

税
務
職
員
採
用
試
験

職
員
募
集

▪
資
格 

平
成
25
年
4
月
1
日
時
点

で
、高
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
3
年
経
過
し
て

い
な
い
者
及
び
今
年
度
の
3
月
ま
で
に

高
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者 

▪
一
次
試
験
日 

9
月
8

日
㈰ 

▪
受
験
申
込 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

6
月
24
日
㈪
～
7
月
3
日
㈬ 

郵
送・

持
参
6
月
24
日
㈪
～
6
月
28
日
㈮

◎
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
２
２-

２
６
３‐

１
１
１
１

市営住宅入居者募集
▪募集住宅名 ①玉の木（125号室）
②小桧室（335号室）③北新町（115号
室）④東山（156号）
▪家賃 ①9,300円～13,800円 ②
24,900円～65,900円 ③12,000円
～30,900円 ④15,600円～30,500円
▪申込資格 次のいずれにも該当する
方・現在住宅に困っている・同居親族が
いる・収入の基準が合う・税金の未納が
無い・暴力団員でない
▪申込期間 5月22日㈬～31日㈮平日
午前8時30分～午後5時15分
※30・31日は午後7時まで
▪内覧会 5月28日㈫午前11時～午後
3時（自由にご覧ください）
◎必要書類など、詳しくは、都市整備課
建築住宅室へ。  ☎内線522・524

平成25年度 自動車税（県税）
の納付について

　自動車税の納付期限は5月31日㈮で
す。お近くの金融機関、郵便局、各総合
支庁税務担当課、コンビニのほか、今年
度からインターネットを利用してクレジット
カードでも納めることができます。
　みなさん、忘れずに期限まで納めましょう。
◎詳しくは、県税政課へ。 ☎023-630-2071

ごみステーション購入補助金のご案内
　ごみステーションを新規に設置する際
に補助金を交付します。作り直す際は傷
み具合などを見て判断します。
▪補助内容 購入費の50％（上限2万5千円）
※予算上限に達し次第終了します。
◎詳しくは、環境課環境保全室へ。 ☎内線432

軽自動車税の
減免制度があります

　身体の障がいで歩行が困難な
方、または精神の障がいで歩行が困
難な方の所有する軽自動車の税金
は、一定の要件に当てはまれば、申
請により減免される場合があります。
▪申請期間 5月16日㈭～24日㈮
◎詳しくは、税務課課税室へ。

☎内線141・153
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新庄の言い伝え
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文字を

見やすく
しました

本文にモリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

佐
さ

吉
き ち

爺
じ い

に聞く

新庄には、今でも多くの言い伝えが残っています。
「言い伝え」は、日常の生活の中で綿々と伝えられてきた、
先人の生活の知恵。今も残るさまざまな「言い伝え」を、
季節の行事とともに佐吉爺が紹介します。

文・伊藤佐吉さん（仁田山）

　

五
月
は
皐さ
つ
き月

と
い
う
が
、三
年
続
き
の

大
雪
で
、雪
消
え
が
少
々
遅
れ
、田
植
え
も

そ
の
分
遅
れ
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
雪
で
も
季
節
は
着
実
に
進
む
。柳
は

青
々
と
、里
山
の
木
々
も
芽
吹
き
だ
す
。山

桜
や
ブ
ナ
の
芽
吹
き
が
一
番
早
い
の
で
、

山
の
下
か
ら
青
く
な
っ
て
だ
ん
だ
ん
と

上
も
色
づ
き
だ
す
様
を
、「
ブ
ナ
木
の
山
峯

越
」と
言
っ
た
も
の
だ
。ま
た
六
月
に
な
る

と
冷
た
い
雨
が
降
っ
て
少
々
寒
く
な
る

が
、こ
の
季
節
を「
ナ
ラ
木
の
底
冷
え
」と

言
っ
た
。五
月
下
旬
に
は
山
は
春
紅
葉
に

な
る
。秋
の
紅
葉
も
良
い
が
春
も
良
く
、

辛こ
ぶ
し夷

の
花
が
沢
山
咲
い
た
年
は
米
や
大

豆
、農
作
物
が
豊
作
と
言
っ
た
。

　

新
庄
の
春
は
花
見
と
カ
ド
焼
き
。昭
和

五
十
三
年
、爺
は
最
上
地
域
史
研
究
会
に

入
会
し
、今
は
亡
き
笹
喜
四
郎
先
生
に
カ

ド
焼
き
の
は
じ
ま
り
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。明
治
三
十
年
ご
ろ
、桜
咲
く
五
月
の

休
日
に
、若
者
た
ち
が
姉
子
山
と
呼
ば
れ

る
少
々
高
い
場
所
に
、酒
や
煮
し
め
を
持

ち
こ
ん
で
花
見
を
し
て
い
た
そ
う
だ
。そ

こ
は
町
を
見
下
ろ
せ
る
良
い
所
で
あ
っ
た

が
、明
治
三
十
六
年
に
鉄
道
駅
舎
を
作
る

の
に
姉
子
山
の
場
所
が
良
い
と
、山
を
崩

し
て
駅
を
作
っ
た
。駅
が
で
き
る
と
、そ
れ

ま
で
水
田
だ
っ
た
所
が
沖
の
町（
水
田
が

広
が
る
様
子
が
海
の
沖
の
よ
う
だ
と
金
沢

沖
と
呼
ば
れ
た
の
が
町
名
の
由
来
と
も
言

わ
れ
る
）に
変
わ
っ
た
。そ
し
て
道
路
が
作

ら
れ
、店
も
立
っ
た
の
で
あ
る
。大
正
四
年

に
は
鉄
道
が
酒
田
ま
で
つ
な
が
り
、生
魚

が
売
買
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。す
る
と

若
者
た
ち
は
生
ニ
シ
ン
を
一
匹
焼
い
て
、

お
城
の
桜
に
合
わ
せ
て
花
見
を
は
じ
め

た
。こ
れ
が
始
ま
り
だ
そ
う
だ
。

　

五
月
二
日
は
八
十
八
夜
、別
れ
霜
と
言
っ

た
。朝
晩
も
暖
か
く
な
る
の
で
、農
作
物
の

移
植
や
種
子
を
ま
い
て
も
良
い
季
節
で
あ

る
。農
家
は
田
植
え
の
準
備
に
一
生
懸
命
。

五
月
は
特
に
、代
か
き
作
業
だ
っ
た
。

〝
水
も
流
る
る
小
雨
降
る
、

　
　
　
馬
の
尻
追
っ
て
代
を
か
く
。

　
　
ツ
バ
メ
が
二
、三
羽
飛
ん
で
く
る
。〟

　

五
月
に
は
男
の
子
の
お
祝
い
も
あ
る
。

爺
の
家
で
は
正
月
七
日
、七
草
汁
、三
月
三

日
の
上じ

ょ
う
み巳
は
女
の
子
節
句（
お
ひ
な
ま
つ

り
）、五
月
五
日
は
端
午
の
節
句
。七
月
七

日
は
七
夕
、九
月
九
日
は
重
陽
節
句
と
お

祝
い
し
た
。

　

ま
た
、晴
れ
間
を
み
て
冬
の
間
の
す
す

掃
き
も
し
た
。昔
は
清
潔
法
と
い
う
法
律

が
あ
っ
て
、決
め
ら
れ
た
日
に
一
斉
に
各

家
の
大
掃
除
を
し
た
。役
所
の
人
が
回
っ

て
き
て
、家
々
に
清
掃
済
み
の
札
を
貼
っ

て
い
っ
た
。す
す
掃
き
は
大
変
だ
が
、昔
か

ら
囲
炉
裏
は
家
族
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
、火

が
呼
び
、結
び
つ
け
、家
族
の
生
活
の
中ゆ

る
り心

と
も
呼
ん
だ
。電
気
が
な
い
時
代
は
炊
事
、

暖
房
、照
明
と
、囲
炉
裏
が
大
切
で
あ
っ
た
。

「
火
の
そ
ば
と
女
の
そ
ば
が
夏
土
用
い
つ

で
も
よ
い
」と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
っ
た
。

〽
遠
山
に
残
雪
見
ゆ
る
田
畑
で

　
　
　
鍬
取
り
振
る
ふ
我
ら
が
青
年

昔からの訓え

其
の
八

「
花
見
と
カ
ド
焼
き
」の
巻

▲カド焼きまつり会場の写真（昭和57年5月／佐吉爺撮影）


